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1 は じ め に

平成 13年,宮城県では 7月 下旬以降長期間にわたり,

極端な低温少照傾向が続き,水稲の出穂は緩慢となつた。

この出穂期前後の低温寡照の影響によると思われる,水

稲の籾の褐変症状が,県内各地で多発した。この褐変症

状による,収量と品質への影響が懸念されたため,県内

ほ場の褐変穂の収量・品質について調査を行つた。

2試 験 方 法

(1)供試品種 ひとめばれ
(2)調査圃場 県内現地圃場 (9箇所)及び剖 1農業

試験場作況圃

(3)方法
各圃場より,成熟期の健全穂または褐変穂を任意 50

本抜き取つた。抜き取つた穂は,各圃場毎に褐変の被害

程度により分類した。分類は達観により行し、 一穂の全

籾に対する褐変籾の混入割合で,以下の 5段階に分けた。

無 :0～ 5%,少 :6～20%,中 :21～50%,多 :51～90%,

甚 :91～ 100%

圃場別に脱穀・籾摺りを行つた後,玄米は 16～2.2m

の段飾を行し、 粒厚別に粒数・粒重・品質を調査した。

粒重は玄米水分 15%に換算した。玄米品質は K社製品質

判定機により測定した。なお,玄米収量および玄米品質
の調査結果は,粒厚 1 9nul以上のデータをまとめたもの

である。

3 試験結果及び考察

(1)褐変穂の症状
籾の褐変症状は,出穂直後から見られた。褐変した籾

は穂の一部に偏ることなく,全体に分布していた。内穎

だけ褐変した籾も見られたが,多くは内・外穎ともに褐

変していた (図 1)。

褐変穂は,止葉葉鞘の褐変症状の有無にかかわらず発

生 した。また,籾殻の一部をとり葉鞘褐変病細菌
(λθ翻物のasヵ

“
οИag′″θ,2)の分離を試みたが,分

離されなかつたことから,葉鞘褐変病との関係は明らか

にできなかつた。

(2)出穂期前後の気温と被害程度

調査圃場の出穂期と褐変穂の被害程度を比較した結果,

出穂期の遅い圃場で被害程度が大きくなる傾向があつた。

出穂期における低温は,褐変穂の発生を助長するという

報告があることから D",出穂期前後の気温と被害程度
の関係について検討した。減数分裂期から穂揃期までの

期間は,特に環責ストレスに対する抵抗力の弱い時期で

あるため,この時期に低温に遭遇すると,病原菌や風な

どによる影響を受けやすくなると考えられる。そこで,

出穂期の 14日 前から5日後までの計 20日 間の平均気温

と,褐変穂の被害程度の関係を調べた (図 2)。 その結果,

被害程度の大きいものは,こ の20日 間の平均気温が低い

傾向があつた。

(3)被害程度と玄米収量

籾の褐変が玄米収量に与える影響について検討するた

め,褐変の被害程度と玄米収量比・登熟歩合・玄米千粒

重との関係を調べた (図 3)。 その結果,褐変の被害程度

が大きくなるにつれて,減収する傾向があつた。減収要

因として特に影響が大きかつたのは登熟歩合であり,被

害程度“中"以上では,対健全比で約 75%まで低下した。

一方,玄米千粒重への影響は少なく,被害程度 “甚"で

も,対健全比で 97%程度までし力・l■下しなかつた。
したがつて,籾の褐変により玄米収量は低下し,その

主な要因は,屑米害1合の増加による登熟歩合の低下であ

ることが半1明 した。

(4)被害程度と玄米品質
籾の褐変が玄米品質に与える影響についても検討を

行つた。褐変の被害程度別に玄米品質割合を調査したと

ころ,被害程度が大きくなるにつれて整粒歩合は低下し

た (図 4)。 品質低下の主な要因は,未熟粒と茶米の割合

の増加があげられる。被害程度 “中"以上では,未熟粒

害J合は約 22%,茶米割合は約 05%まで増カロした。
次に,褐変穂の玄米品質割合は,飾目の大きさにより

どの程度変化するか調べた。図 5は古川農試作況圃 (被

害程度 “中～多")の例であるが,飾目の大きさを上げる

ほど,整粒歩合は高くなった。これは,粒厚の薄い未熟

粒や被害粒が除かれたためである。

以上の結果から,籾の褐変により収量・品質が低下す

ることが分かつた。しかし,平成 13年の官城県の作況指

数は 103, うるち玄米の一等米比率は815%と 良好であ

った。これは,本調査は褐変穂のみを対象に行つたが,
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闘場全体では被告程度の異なる穂が混在しており,実際
の収量・品質への影響は小さくなつたためと考えられる。

4 ま

(1)褐変穂は,出穂期前後に低温に遭遇したものほど,、

被害程度が大きい傾向があつた。

(2)褐変穂の玄米収量は,褐変の被害程度が大きいほど

低下した。主な減収要因は,屑米割合の増カロによる登熟

歩合の低下であつた。

(3)褐変の被害程度が大きいほど,整粒歩合は低下した。

その主な要因は,未熟粒と茶米の増加であった。
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出穂前後 20日間の平均気温と被害程度

(H13仙台アメダス)

図 1 褐変穂及び褐変籾の外観

玄米収量比 豊熟歩合 玄米千粒重

回 3 褐変穂の被害程度 と玄米収量
注)玄米収量比 :粗玄米重を 100と した粒厚 1.911m以

上の粒重比
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図4 褐変穂の被害程度と玄米品質割合
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飾目の大きさによる褐変穂の玄米品質割合

(古川農試作況回)
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